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六ヶ所再処理工場の水素爆発を想定する機器における、水素爆発発生時の燃焼挙動、機器健全性の把握を

目的とした網羅的な爆発試験及び数値解析を実施している。六ヶ所再処理工場の設備構成のうちの代表

例である、大型環状槽内の液位をパラメータとした水素爆発試験及び水素燃焼解析の結果を報告する。 
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1. 緒言 

 機器内の障害物及び液位の影響を考慮した燃焼挙動

の調査の一環として、大型環状槽を模擬した水素爆発

試験及び同条件での水素燃焼解析を実施した結果につ

いて報告する。 

2. 装置構成と評価条件 

 試験及び解析における装置構成を図 1 に示す。装置

は環状槽 A 、環状槽 B 及び接続配管から構成される。

気相部は水素濃度 12vol%の空気混合気とし、液位は

100%（運転最大液位）、50%、0%の 3 ケースとした。ま

た、着火位置は環状槽 A の接続配管の反対側の気相部

とした。 

3. 水素爆発試験 

 放電型の着火装置を使用し、着火エネルギーを 100mJ

に設定し、所定の評価条件で水素爆発試験を実施した。

測定項目は圧力、光、ひずみとした。 

4. 水素燃焼解析 

 ANSYS Fluent を使用し、試験と同様の評価条件で水

素燃焼解析を実施した。装置の壁面は全て断熱として

扱い、環状槽内の溶液の流動性、圧縮性を考慮した。 

5. 結果と考察 

試験では、液位 0%で完全燃焼したケースもあったが、液位 50%、液位 100%では投入した水素の約 3～4 割

が残留水素として検出された。全てのケースで爆轟は観察されず、容器や接続配管のひずみ値は弾性域であ

ることが確認され、本試験条件では水素爆発が発生しても装置体系の健全性が保たれることを確認した。ま

た、解析においては、爆発発生後の装置内の残留水素が微量であり、全てのケースで、試験より若干高い圧

力が得られ、保守側の評価結果となることが分かった。一例として、解析により得られた液位 50%の時の各

領域の最大圧力の時刻歴を図 2 に示す。 
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  図 1. 試験及び解析における装置構成 

図 2. 各領域の最大圧力（解析値、液位 50%） 
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